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1．は じ め に
新設沿岸道路により，マダガスカルの東のインド洋に
位置するレユニオン島での東の主要都市サン・ドニと，
この西約 20 kmにあるラ・ポッスシオン近郊の商港間の
交通は，安全性が向上するとともに移動時間が短縮され
る（図 - 1）。

崖下にある現在の 4車線の沿岸道路は，落石対策を行
っていたものの落石や波浪により，しばしば交通規制さ
れ，交通渋滞が発生している。新設沿岸道路は，サン・
ドニからラ・ポッスシオンの間の 12.5 kmに位置する。
この新設沿岸道路には，5.4 kmの高架橋（フランスの陸
上橋と海上橋において最長の高架橋になる予定）とグラ
ンシャループ高架橋および 6.7 kmの海沿いの堤防道路が
含まれる。5.4 kmの高架橋は海上にあり（図‐ 2），海抜
20 m～30 mの海岸と平行している。
新設沿岸道路は合計 6車線に加えて自転車・歩行者道
を有する広幅員である。さらに，将来的には路面電車の

供用も計画されている。
道路管理者のエンジニアグループでラ・レユニオン地
域の EGISによって提示された入札仕様には，2つの基
本的な技術的解決案が示されており，どちらも一般的な
張出し架設工法を採用していた。第 1案は，支間長 120
mの横リブ付きの 1室箱桁で張出し床版厚さを 220 mm
としている。第 2案は，支間長 100 mの 2室箱桁として
いる。下部工の半数は直接基礎であり，残りは直径 4 m
の深礎基礎としている。
このうち第 1案（改良版）が評価され，VINCI Const-

ruction Major Projects（プロジェクト代表企業），Dodin 
Campenon Bernard（VINCIのメインプロジェクト部門に
属する企業），Bouygues Travaux Publicsおよび Demathieu 
Bard Construction の JVが落札した。
第 1案（改良版）の費用は 7億 1 500万ユーロで，以

下の技術的特徴があげられる。
・オールプレキャスト化
・ 変断面の支間長 120 mの 1室箱桁とし，セグメント製
作を単純化するために，横リブをなくし，代わりに横

マダガスカルの東のインド洋に位置するレユニオン島の現在の 4車線の沿岸道路は，大規模な落石が発生したため，新
設沿岸道路に切り替えることが決定された。これにより，レユニオン島の東の主要都市サン・ドニと，この西約 20 kmに
あるラ・ポッスシオン近郊の商港間の交通の安全性と利便性は大きく向上する。この新設沿岸道路は 12.5 km以上に渡り
ほとんどが海上にあり，7連の高架橋 5.4 km，グランシャループ高架橋および海沿いの堤防道路 6.7 kmから構成される。
本橋は広幅員（28.9 m）で薄いウェブを有し，サイクロン，波浪，そして地震発生地域にあるため，これらの環境条件を
考慮した構造設計を行った。新設高架橋の設計・施工に関する契約は 2014年に締結され，2018年または 2019年に完成予
定である。本稿では，ラ・ポッスシオン近郊の商港付近で製作したプレキャストセグメントを張出し架設工法にて海上架
設した高架橋の設計・施工について報告する。
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締め鋼材を配置する。
・ ケースに応じて地盤改良することを視野に入れた追加
の地盤調査を条件として，円形の直接基礎を使用し深
礎基礎をなくした（両端の橋台は除く）。
これらの技術案は，深礎基礎をなくしたことで発注案
に対して大幅なコスト削減を実現し，契約完了後，実施
設計を開始した。また，効率化の理由から同 JV内で設
計チームを編成した。設計チームを専用のオープンプラ
ンオフィスに配置した。生産性を確保するために，全モ
デルを有限要素解析ソフトウェア SOFiSTiKで計算した。

2．新設沿岸道路
崖面から遠く離れた海に位置する新設沿岸道路の海洋
区間は，サイクロンや波浪などの条件を考慮し，耐用年
数 100年として設計されている。建設中や供用中には，
波浪，サイクロン，貿易風，地震および船舶の衝突など
の危険性を考慮する必要がある。
高架橋区間は 7連で構成されており，各連の橋長は両

端位置の高架橋（1，7連目）では 771.285 m，中間位置
の高架橋（2～ 6連目）では 773.286 m，橋長は各高架
橋の両端橋脚の中心線間の距離として定義され，全長が
5 409 mである。これら 7連の高架橋は 6工区に分けられ，
支間長は 120 mおよび 84.643 m（両端部）で構成されて
いる。最小曲線半径は 1 500 mとなっている（図 - 3）。
耐用年数の期間中に，発注者は 3タイプの交通形態を

提示した。最終的には路面電車が走行する予定である。
これら 3つの交通形態を図 - 4に示す。第 1形態（図
- 4⒜）では，崖側にバス専用車線を有する自動車専用
道路であり，第 2形態（図 - 4⒝）では，第 1形態のバ
ス専用車線を路面電車に置き換えている。最終形態（図
- 4⒞）では，2車線の路面電車が計画され，自転車歩

行者道が海洋側に設置される。

3．上　部　工
⑴　セグメントの計画
28.9 mの幅員を有する PC箱桁は 1室箱桁で構成され
ている。主桁はすべてセグメント化され，マッチキャス
ト工法により製作されている。主桁の桁高は 2.5の乗数
の多項式に従って変化し，柱頭部で 7.3 m，閉合部で
3.8 mとなっている。箱桁のウェブ厚は 650 mmで，この
タイプの箱桁では特殊ではあるが， 30°の斜ウェブとなっ
ている。これにより，下床版幅が大きく変化し，閉合部
で 14.024 m，柱頭部で 10 mとなっている。
張出し長は左右それぞれ 59.86 mで，セグメント製作
ヤードと現場状況の両面における吊り能力やクレーン能
力を考慮して 14ブロックとしている。標準的なセグメン
ト長は 4.015 mで，セグメント重量は 230 tから 275 tと
なっている（図 - 5）。
長さ 7.3 mの柱頭部（以下，VSP）は 3分割とし，こ

の総重量は約 1 300 tとなっている。架設ヤードにおける
吊り能力の制限により，VSPのセグメントの分割位置が
決まり，この分割面をマッチキャストとしている。架設
ヤードで張出し施工部のセグメント製作が完了したのち，
3分割したセグメントの組立てを行う。両側の張出し施
工部における最初の 2ブロックのセグメント（V1と V2）
を VSPに組み合せることで，総重量 2 400 tとなる大型
の柱頭部（以下，MGVSP）が完成する。側径間の両端で
は，橋脚または橋台上のセグメント長は 4.3 mとなって
おり，単一部材で構成される。
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図 - 3　橋梁一般図（上：側面図，下：平面図）
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図 - 4　交通形態（⒜：第 1 形態，⒝：第 2 形態，⒞：最終形態）

図 - 5　柱頭部および張出し施工部の側面図

BAU

Cliff side
⒜

Direction2:LA POSSESSION→　SAINT-DENIS Direction1:SAINT-DENIS　LA POSSESSION

650 65012.750
2.500 2.500 3.0005003.500 3.590 3.5903.250 3.250750 750600

12.750

23 900

2 100

BN1

BAU Friendly WayBUS VL VLVR VR

2.5%

BN1
2.5%

650

23.900

BN1 BN1
2.5%

Sea side

Cliff side
⒝

Direction2:LA POSSESSION→　SAINT-DENIS Direction1:SAINT-DENIS　LA POSSESSION Sea side

Cliff side
⒞

Direction2:LA POSSESSION→　SAINT-DENIS Direction1:SAINT-DENIS　LA POSSESSION Sea side

TCSP 1 Voic BDD Friendly 
Way

BAU VL VRVR VR

2.5%

650 5.000
700 700 7003.600 2.250 3.500 3.250 750 750 3.200 3.500 5001.200 2.350600

9.000 2.100 10.800700

650

23.900

BN1
2.5%2.5%

650
700 6.700 2.000

7.400 8.750

4.
32

0
V

B
L

4.832
VBL

8.7502.100600

Trolley on 2 lan BDD
2.000
BDD

3.500
VL

3.500
VL

3.250

4.400 3.048

1.323
107

650 30°

4.500

30
0

3.
90

0
V

B
L

3.
57

0

6.282 VBL

6.716 VBL 2.027
VBL

5.700

3.075
3.000

Walkway

R2.000

V
B

L

VR
3.250

14.450

VR
750750 600

32
4

30
0

30
0

30
0

30
0

40
0

438

30
0

R750

274

TPC

TPC

TPC

BREAK DOWN INTO SEGMENTSSTANDARD HALF SPAN
Pn

V1 V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8

V9D V10 V11

V12 V13 V14

J14J13J12J11J10J9J8J7J6J5J4J3J2J1
VSP0

50
0

7.
30

0

7.300

4 015 3.650 3.650 14×4.015

59.860

56.210（14×4.015）

J15

30
0

3.
80

0


